
■キットの特長■

★ド、レ、ミ１６音階（８個のスイッチと、オクターブスイッチで計１６音階）

★スイッチ切り替えで、２曲オルゴール（「春の小川」「おおブレネリ」になります。

「おおブレネリ」は、キット２台での合奏用に、主旋律、ハーモニーをスイッチで選べます。

★専用基板により初心者の方でも製作が容易です。

■部品表■

記号 品名 数 備考

Ｕ１ Ｒ８Ｃ／Ｍ１２０ＡＮ 1 ２０ピン　ＤＩＰ型

Ｄ１ ３ｍｍ φ　赤色ＬＥＤ 1 OSDR3133A 等（他製品の場合あり）

Ｄ２ ３ｍｍ φ　黄色ＬＥＤ １ OSYL3133A 等（他製品の場合あり）

Ｃ１ ３３ μ Ｆ　６．３Ｖ以上 １ 電解コンデンサ（極性あり）

Ｃ２ ０．１ μ Ｆ　５０Ｖ １ 積層セラミックコンデンサ

Ｒ１、Ｒ２ １０Ｋ Ω ２ １／４Ｗ　炭素皮膜抵抗　表示「茶黒橙金」

Ｒ３，Ｒ４ １２０ Ω ２ １／４Ｗ　炭素皮膜抵抗　表示「茶赤茶金」

ＤＩＰ－ＳＷ ２回路 １ ＤＩＰ型

ＳＷ１～８ タクトスイッチ（白） ８ ド、レ、ミ、ファ、ソ、ラ、シ、高いド

ＳＷ９ タクトスイッチ（赤） １ オクターブスイッチ

ＳＷ１０ タクトスイッチ（その他の色） １ リセットスイッチ

ＳＰ 圧電スピーカ １ ２４ｍｍ φ　リード線付き　ケース入り

ＩＣソケット ２０ピン　（平ピンタイプ） １ ３００ｍｉｌ幅　ＤＩＰ型

電池ボックス 単三　２本用　スイッチ付 １ （電池は付属していません）

専用基板 AE-R8C-SoundBox １

注意）各部品の値及び色は回路特性に影響が出ない範囲で、予告無く変更される場合があります。

■回路図■

ルネサス製Ｒ８Ｃ／Ｍ１２Ａマイコン使用

オルガン＆２曲オルゴールキット



■部品配置図■

■製作■

1, キットの部品と部品表に相違が無いか、お確かめの上で以下の手順を進めてください。

　部品配置図に従い、背の低い部品から取り付けます。

　抵抗から切り取ったリード線（２本）は後ほど圧電スピーカの固定に使用します。スピーカ取

   付 の時まで保存しておいてください。

2, Ｕ１、Ｄ１、Ｄ２、Ｃ１には極性があります。下図を参照して取り付けてください。

3, Ｕ１は直接取り付けずにＩＣソケットを基板に取り付けてから装着します。

4,ＩＣソケットは基板上の印刷と同じ向きに取り付けます。

5, Ｄ１、Ｄ２は基板正面から見て足の長い方が上側です。逆向きだと光りません。

6, Ｃ１は足の長い方が＋(プラス）側、部品側面に帯がある方がー（マイナス）側です。

7,ＳＷ１～ＳＷ１０は縦横で足の出方が違います。配置図に従い正しい方向に取り付けてください。

　

■電源とスピーカ■

　電池ボックスからの赤、黒のリード線を基板上「＋　３Ｖ　－」の表示のある穴に差込んでハン

ダ付けします。＋－を間違えるとＲ８Ｃマイコンが壊れます。ご注意ください。

　スピーカからの黒、赤のリード線を基板上「－ＳＰ＋」の表示のある穴に差し込んでハンダ付け

します。スピーカの取付穴と基板上の穴を部品配置図を参考に、抵抗から切り取った余ったリード

線でよじって固定します。先端が尖っていますので、怪我をしないようにご注意ください。



■使い方■

　ＤＩＰスイッチの設定により４つの動作があります。

各機能は設定後にＳＷ１０のＲＥＳＥＴスイッチを１度押す事により切り替わります。

★「オルガン」は基板上の８つのスイッチがド～高いドに対応します。

音階はハ調長音階のみでピアノの黒鍵に相当する半音は出ません。

ＳＷ９のＯＣＴＡＶＥスイッチを同時に押すと１オクターブ高い音（２倍の発振周波数）が出ます。

★「春の小川」は文部省唱歌「春の小川」のメロディーが出ます。

★「おおブレネリ」はスイス民謡「おおブレネリ」のメロディーが出ます。

この曲には「主旋律」と「ハーモニー」があり、当キットを２台お使いいただき同時鳴らす事で２

声の合奏ができます。

２台のリセットスイッチを同時に離す事で発音のタイミングを合わせてください。

■応用編　Ｒ８Ｃクラブ（倶楽部）■

　このキットはルネサス製マイコンを使用していますので、マイコンのプログラムの内容の

　一部変更（楽曲データ変更）で他の曲を演奏する事ができるようになります。

　Ｒ８Ｃマイコン開発キットは、Ｒ８Ｃクラブ（倶楽部）シリーズで、順次販売予定です

■部品資料■

　　　　　　　　　　　　　　




